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研究成果の概要（和文）： 
農業食糧及び薬用遺伝資源の多様性について、国境を超越して生存する少数民族に関わり農
家保全の実地・実験調査を実施した。ミャンマー北部、ミャンマー、タイとラオスの国境地帯
について山間部を主体に研究を実施した。過剰開発や貨幣経済の浸透、さらに不均衡な情報の
供給と啓蒙の欠如で、在来の植物遺伝資源が絶滅危惧になっていることやその伝統的文化に支
援された知見が急速に失われてきていることがわかった。モノグラフや公的機関の報告書とし
て情報発信した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Field and experimental research were conducted over food & agricultural and 
medicinal plant genetic resources in the minority people living beyond borderlines. 
Northern Myanmar, borderline regions of Myanmar, Thailand and Laos were surveyed 
especially at hillsides. It was identified that landrace plant genetic resources and their 
traditional knowledge with own cultures, are rapidly extinguished due to 
over-exploitation, integration of monetary economy and imbalance between 
availability of information and awareness of overall issues. The fact was recorded and 
provided as monographs and public reports. 
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１．研究開始当初の背景 
  食糧、医薬、生活資材やバイオエネルギ
ーを供給できる未開拓あるいは低利用の植
物種は、広域アジア圏に多数存在しているが，
少数民族等による小規模の伝統的な利用が
あるだけである。一方、過剰開発や急速なグ
ローバライゼーションによって、このような
植物遺伝資源の多くは希少あるいは絶滅危
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惧なりつつあり、伝統的知識も供に失われつ
つある。また、世界人口の増加や発展による
食糧やエネルギー資源の需要を満たす事は
危急な状況になってきている。このような両
極を埋めるため低利用の植物遺伝資源の情
報の収集体系化を行い、低利用植物種への科
学技術の展望と持続的利用を提言し、事例の
実証を行うことは世界に資する事である。 
 ミャンマー、ラオス及びタイが接するゴー
ルデントライアングル地帯とこれに近接の
中国雲南省では、国境を超越した地域として
の経済活動や民族の存在があり、現代化によ
る伝統文化の忘却だけではなく、経済活動に
よる農村地域での持続的な生活活動が退行
しており、貧富の差の拡大や環境の急激な破
壊が起こっている。遺伝資源に関わる伝統文
化の保全と新規利用は遺伝資源の維持だけ
ではなく、経済活性や生活向上へつながる可
能性は個別の事例を考慮すると非常に重要
な課題である。 
   遺伝資源の保全・利用のネットワーク
はステークホルダーの興味や投資が不十分
であるだけではない。生物多様性条約、FAO
食糧農業遺伝資源条約や国際知的所有権機
関(WIPO)での法的ルールや協定によって、遺
伝資源の国家主権の尊重が強く国際的に認
知され、遺伝資源の探索収集、譲渡、研究開
発などに大きく歯止めがかかってきている。
これらアクセスに関わり利益配分の取り決
めが必要となっており、資源保有国からの材
料譲渡について煩雑な手続きが往々にして
ある。しかし、学術交流での遺伝資源への広
義でのアクセスは否定されているわけでは
なく、技術移転や人材養成など非金銭的な利
益を多大に提供するため国際的に認知され
うる事例となりえる。 
 
２．研究の目的 
1)農業食糧及び薬用遺伝資源の多様性につ
いて農家保全の実地・実験調査 
2)農業食糧及び薬用遺伝資源に係った文化、
宗教、伝統、慣習等の多様性と継続性の調査 
3)伝統的食品・薬品や生産システムの科学技
術的評価と知見の調査 
4)農村振興・地域社会学等の観点からの社会
経済学的評価 
5)遺伝資源や伝統的知識に係る法律や行政
の整備の評価 
6)天然資源の持続性・管理及び経済活動につ
いて政治及び国際関係の地域への影響の調
査・検討 
 
３．研究の方法 
 探索・収集調査については、本課題実施以
前に生物多様性条約、FAO 食料農業遺伝資源
条約、CITES や関連の相手国の国内法を考慮
し、事前通知および承認(PIC), 相互合意事
項の特定(MAT)および独自の遺伝資源材料譲
渡契約(MTA)を研究分担者と確認し、手続き
した。探索調査ごとに MATと MTAは確認手続
きした。ミャンマーとはミャンマー農業科学
アカデミーとの MoUに基づきミャンマー政府
と手続きを行った。ラオスは、ラオス国立農
林業研究所(NAFRI)との MoU 及びタイはカセ
サート大学及び農業研究開発庁(ARDA)との
MoUを基盤に手続きを行った。 
研究調査対象地域は、これまでの予備調査や
過去の事例経験によって、実施可能性を現地
機関と調整し、現地主務省や現地の公的地権
者等との内諾を得て、下記の地域を特定した。
ジンポー語を共通語としているおおよそ７
グループの少数民族が分散して生存するミ
ャンマー東北部、ラオス北西部およびタイ・
ミャンマー・ラオス国境周辺を調査主体地域
とした。特に、ジンポー、リス、ヌン族等が
多く存在するミャンマー北部地域に集中し
た。また、経済活動が活発で、農業や地域文
化に影響が大きいと考えられる地域と焼き
畑、採集及び物々交換生活を行う山岳地帯を
主体とした。Kachin 州北部 Putao を起点とし
て Sumpurabunから Myitkina にかけての山岳
地帯。上記について初年度は、拠点地区を訪
問し、現地の活動拠点を確保し徐々に、民族
地域やアクセスが地理・地勢的に複雑な地区
への進展の調整を図った。 
 
４．研究成果 
目的の 1)から 6)の項目について、研究専門分
野及び地域の組み合わせごとの活動を行っ
た。各々の項目の小作業から得られる知見は
図書に記載されている種ごとモノグラフとして
公開できるように文書化した。また、(独)農業
生物資源研究所の探索調査報告書として、積
極的な情報発信と知見の保護を行った。 
平成 21(2009)年度： 
 在来植物遺伝資源の多様性の検討のため
日戦記等文献を調査し、H21 年６月にインタ
ーネット会談を行い、香坂、阿部及び西川の
分析調査助言を受けミャンマーの調査適正
地を見極めた．大雨などの気候、作物の栽培
時期及び保安などの観点からミャンマー北
部カチン州の少数民族地帯の焼き畑を渡邉
と河瀬が 11 月に現地調査した．調査の環境
倫理的な留意事項は 10 月に松井、西川及び
渡邉で検討し、International Society for 
Ethnobiology の倫理規定等参考し活動する
ことにした．ミャンマー政府と協同研究契約
と材料上と契約に基づき収集した遺伝資源
は、日本へ分譲を受けた．日本に導入した材
料は、渡邉、院多本、マシウスらが多様性解
析に供試した。遺伝的多様性について、マン
ゴーの論文を発表した．ミャンマーについて、
現地調査に基づき在来バナナ品種及びヤシ
のモノグラフを作成した。 
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 今後の調査研究の推進と協同教育・研究の
ために東南アジア及び東アジアの植物遺伝
資源研究教育大学の中核教員・研究者を別資
金で筑波大学に招聘し、H22 年２月に筑波大
学でワークショップを開催した．Proceeding
が 2011年 9月に発表された．これに続いて、
東南アジアから JSPS の別資金で研究者を招
聘し、熱帯果実等在来希少遺伝資源多様性実
験研究をミャンマー、インドネシア、タイと
開始した． 
 個別協力要請があり、ミャンマーとの比較
としてパキスタン北西辺境州(NWFP)につい
て、過去からのコーハット大学との交流協定
の基づき部族集落で生活を支援している絶
滅危惧にある在来希少植物の遺伝子及び生
理活性物質の多様性を実験質および文献調
査評価した．成果は最終的に 4件の論文発表
と１件のモノグラフとして出版した。 
平成２２(2010)年度： 
 僻地の在来植物遺伝資源の多様性調計画
の検討のため渡邉，河瀬，西川、香坂は年度
はじめにインターネット会談や直接の面談
を行った。香坂と松井の分析支援を受け、
Matthews 及び院多本による現地との調整を
行った。今年度は，筑波大学の学内補助も受
け、ミャンマーとラオス国境及びミャンマー
とタイ国境は渡邉及び院多本が平成２２年
１１月に調査を行った．院多本は、ラオスで
の現地調査の調整支援をラオス国立農林業
研究所(NAFRI)と行った。また、ミャンマーと
中国雲南省国境も平成２２年１１月及び３
月に渡邉が調査した。平成２３年３月には２
週間に渡り，河瀬を中心に渡邉が現地支援及
び西川の日本での後方連絡支援を行い，ミャ
ンマー北部カチン州スンプラブンおよびワ
イモ周辺の少数民族地帯の焼き畑を現地調
査した．中国とはことなり、リス，ラワン、
モン、アカなどの個別の少数民族群として考
えられていたグループは，一律ジンポー語を
話す同一の集団として認知され，それぞれの
少数民族名と考えられていたものは氏の様
態をとっている事が認知された。また、乾期
に於いても野菜は、裏庭等で捨て植えされて
おり、年間を通じて野菜類は多様な使用があ
る事が認められた。ショウガ科植物で，種は
未同定であるが stone ginger なる野生の薬
用植物を数点収集し，ほか、Boesenbergia
属等のショウガ科薬用植物を収集し，ミャン
マー政府と協同研究契約と材料譲渡契約に
基づき、日本へ分譲を受けた．日本に導入し
た材料は、渡邉が多様性解析に供試し、研究
室の大学院生の研究課題として学術誌へ論
文を発表した。Boesenbergia rotundaモノグ
ラフを作成した。なお、西川のミャンマー現
地調査については，現地での季節外れの豪雨
と土石流で通行困難であったため、H23 年 11
月に繰り越しとした。ラオス北西部、ミャンマー
東部及びタイ北部国境について市場及び農村
調査を行った。事前に渡邉及び河瀬が現地との
情報交換を周到に行い、天候や道路事情に影
響されない様に旅程を組んだ。雑穀類や在来
野菜に在来品種が使われている事がミャンマー
側（東部シャン州）では顕著である。しかし、種子
の保存や利用は国境(タイーミャンマー−ラオス)
を越えて種子交換があり、経済活動が民族伝統
文化独自性を凌駕している可能性を示唆した。 
 当該年は、生物多様性条約の締約国会議が
名古屋であり、名古屋議定書が成立した。これ
にかかわる遺伝資源のアクセスと利益配分の事
例として本科研課題の整合性を検討するため、
関連の会議等で調査や発表を行った（渡邉、河
瀬、西川、香坂、松井）。 
平成２３(2011)年度: 
 農業食糧及び薬用遺伝資源の多様性につ
いて、国境を超越して生存する少数民族に関
わり農家保全の実地・実験調査を実施した。
１１月にラオス北西部のミャンマー国境を主体
に河瀬と渡邉がこれまでの調査の検証を行っ
た。院多本は当該年退職に関わり、分担者か
ら連携研究者にかわったが、ラオスでの現地
調査の調整支援をラオス国立農林業研究所
(NAFRI)と行った。西川を編者として、別資金
で、西川、松井および渡邉がそれぞれ単著で
分担し、書籍を出版した。前年度同様、まとめ
としてモノグラフを発表した。 
 当該課題での遺伝資源のアクセスと利益配
分について、名古屋議定書の動向を調査し、
本課題の事例を公表するための準備を行っ
た（渡邉、河瀬、西川）。ABS 手続きに基づき
入手した遺伝資源は、別資金等で保存法の
検討及び多様性の実験研究を行った。 
 ミャンマーとの比較としてパキスタン北
西辺境州(NWFP)について、モノグラフを出版
した。また、ラオス調査については、NIASか
ら調査報告を H24年度以内に発表予定。 
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